
年配高齢者の仕事力: 社会貢献への道筋
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はじめに

あなたが感じているであろう挑戦は、貴重なシニア世代のエネルギーを活かし
きれていないという点ではないでしょうか。

彼らは豊富な経験と知識を持ち、働く意欲を持っています。

しかし、その才能が適切に活用されていないのが現状です。

特に大企業では、人件費の増加や適任者の不足が深刻な課題となっています。
その背後には、現行のシステムが根本から見直す必要があるという声が高まっ
ています。

2



みちすじ

こうした状況に対する解決策として、
私たち株式会社装舎が提案するのが、AIプランナーロボットの導入です。

このロボットは、GPT4などの生成AIを活用して、
事業分析から目標設定、アクションプランの作成、
プレゼンテーション用の原稿作成までを一気に行います。

これにより、一貫した戦略を迅速に立案することが可能になります。
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ポイント

さらに、このシステムは社会全体の活性化にも寄与します。

高齢者が自分の能力を活かして働くことで、社会参加の機会が増え、自己実現
を果たすことが可能となります。また、大企業も人材不足の解消と人件費の軽
減を図ることができます。これにより、社会全体の生産性が向上し、経済活動
が活性化します。

今後は、このシステムをさらに発展させ、高齢者だけでなく、様々な背景を持
つ人々が自身の能力を活かして働ける環境を整備していきたいと考えています。
具体的には、若者や女性、障害者なども含めた多様な人材が活躍できる環境の
構築に取り組みます。
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まとめ

また、このAIプランナーロボットは、人が読みやすい文章を生成するためのさ
まざまな表現技術を取り入れています。

これにより、計画者本人の視点から話が組み立てられ、時間を再学習に費やす
ことなく、コンセプトワークに集中することができます。

さらに、文章作成の表現力や入力作業の能力に依存しないため、様々なレベル
の人々に対して生産性の向上が期待できます。
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最後に一言

例えば、60代の田中さん。彼は長年、大手企業で管理職として働いてきました
が、最近ではその能力を十分に発揮できていないと感じています。

しかし、AIプランナーロボットの導入により、彼の経験と知識を活かした戦略
立案がスムーズになり、再び自分の価値を感じられるようになりました。

このように、私たちのAIプランナーロボットは、あなたが抱えるシニア世代の
活用に関する課題を解決します。これにより、あなたのビジネスは新たなス
テージに進むことができます。ぜひ一度、私たちのサービスを試してみてくだ
さい。
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取り組み
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要件

要件として、年配高齢者がやらないといけない、またはやりたいと思っている
事は、「自分のスキルや経験を活かして働きたい」というレベルの高い要望が
あります。その採用基準としての機能的・感情的・社会的な目的は、自己実現
の追求、生活の質の向上、社会参加の活性化につながります。しかし、現在の
日本の就労環境では、「高齢者に対する偏見」「就労の機会の少なさ」「技術
の進化に対応できる教育の不足」など、片付けることを困難にしている障害が
存在します。

現在、高齢者の就労を解決している方法としては、高齢者専用の就労先を提供
する企業や、定年後の再就職をサポートする企業が存在しますが、これらは一
部の高齢者にしか対応できておらず、解決策がない＝ペインとなっています。

これに対する解決策として、最低限備えるべき要件として「高齢者のスキルや
経験を見える化する」「企業と高齢者をマッチングさせる」が考えられます。
具体的には、スキルや経験を見える化するためのプロファイリングシステムと、
企業と高齢者をマッチングさせるためのプラットフォームを開発することが必
要となります。
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導入例

原価コストとしては、システム開発費用として初年度5000万円、維持費用とし
て年間2000万円が必要となります。

収益モデルとしては、企業からの成功報酬型とすることで、企業が高齢者を採
用する度に料金を受け取る形とします。提供価格としては、企業からの採用1
人あたり5万円を想定します。

顧客のペルソナとしては、「自身のスキルや経験を活かして働きたいと考えて
いる年配高齢者」と「適性の高齢者を採用したい企業」を想定します。
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事例
具体的な事例としては、米国の「Honor」があります。高齢者とヘルパーを
マッチングさせるプラットフォームを提供しており、高齢者のニーズに合わせ
た労働機会を提供しています。この事例を参考に、日本の高齢者と企業をマッ
チングさせるプラットフォームを提供することで、高齢者の就労問題を解決し
ていくことが期待されます。
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分析

11



【MECE法】
これによって、以下のようなメリットが考えられます。

1. 高齢者個々人のスキルや経験を可視化することで、高齢者自身が自分の価値を再確認でき、働く意欲を高め
ることができます。また、企業側もそのスキルや経験を具体的に把握することで、高齢者の採用に対する抵抗
感を軽減できます。

2. 高齢者と企業をマッチングさせることで、企業は必要なスキルを持つ高齢者を確実に採用でき、労働力不足
の解消や多様な視点の導入につながります。高齢者も自分のスキルや経験を活かすことができる職場を見つけ
ることができます。

3. 成功報酬型の収益モデルにより、企業は無駄な出費を抑えつつ、必要な人材を確保できます。また、プラッ
トフォーム運営者も企業からの料金収入により、サービスの継続的な提供が可能となります。

このような施策により、高齢者の就労問題の解消と企業の人材確保の課題解決につながり、経済全体の活性化
に寄与すると考えます。
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【ロジックツリー法】
高齢者の就労問題を解決するための施策は以下の通りです。

1. 高齢者のスキルや経験を可視化する: これにより、高齢者自身も自分のスキルや経験を意識し、企業も具体
的なスキルや経験を持つ高齢者を採用できます。このためのプロファイリングシステムの開発が必要となりま
す。

2. 企業と高齢者をマッチングさせる: 高齢者のスキルや経験を可視化した上で、企業と高齢者をマッチングさ
せることで、企業は必要なスキルを持つ高齢者を採用でき、高齢者も自分のスキルを活かす就労機会を得られ
ます。これには企業と高齢者をマッチングさせるプラットフォームの開発が必要となります。

この施策には初年度にシステム開発費用として5000万円、維持費用として年間2000万円が必要です。収益モデ
ルは企業からの成功報酬型で、企業が高齢者を採用する度に料金を受け取ります。提供価格は企業からの採用
1人あたり5万円を想定します。

この施策の目的は、自己実現の追求、生活の質の向上、社会参加の活性化を通じて、高齢者が自分のスキルや
経験を活かして働くことができる環境を提供することです。具体的な事例としては、米国の「Honor」があり
ます。この事例を参考に、高齢者と企業をマッチングさせるプラットフォームを提供することで、高齢者の就
労問題を解決していくことが期待されます。
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【PEST分析】
以上の解決策を、PEST分析法を用いて評価します。

- 政治（Political）：政府は高齢者雇用を推進しており、助成金などの支援があります。これらの施策を活用す
ることで初期投資を抑えることが可能です。
- 経済（Economic）：日本は超高齢社会を迎えており、労働力不足が深刻化しています。このため、年配高齢
者の就労環境改善は社会全体の経済活性化に貢献します。また、採用成功ごとの報酬モデルは企業にとっても
リスクを抑えた投資となります。
- 社会（Social）：高齢者の就労意欲は高く、自己実現や生活の質の向上を望んでいます。この提案はそれらの
要望に対応します。また、高齢者の活躍を通じて社会的な偏見の解消も期待できます。
- 技術（Technological）：IT技術の進歩により、プロファイリングシステムやマッチングプラットフォームの開
発は現実的です。また、オンライン面接やリモートワークなど、高齢者でも働きやすい環境を提供することも
可能です。

以上のPEST分析から、この解決策は経済・社会の課題解決に寄与し、政府の支援を活用でき、IT技術を駆使し
て高齢者と企業をつなげるという点で有効であると考えられます。具体性と説得力があり、実現可能性も高い
ため、この施策を推進することを強く推奨します。
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【CVCA分析】
この施策の理由は、高齢者の就労問題が今後さらに深刻化することが予想されるためです。厚生労働省のデー
タによると、2025年には高齢者の数がピークを迎え、その後も高齢者人口は増加し続けるとされています。こ
れは、高齢者が就労を希望しても、適切な職場を見つけられない、あるいは偏見により採用されないという問
題が深刻化する可能性を示しています。

また、高齢者が就労することは、社会全体にとってもメリットがあります。経済的な側面では、高齢者が就労
することで消費が活発化し、経済の活性化につながります。また、社会的な側面では、高齢者が社会参加する
ことで生活の質が向上し、地域社会の活性化につながります。

したがって、高齢者のスキルや経験を見える化し、企業と高齢者をマッチングさせるプラットフォームを開発
することは、高齢者の就労問題を解決し、社会全体の活性化に貢献する有効な施策と言えます。
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【3C分析】
3C分析に基づく施策は以下のようになります。

1. 顧客（Customer）：高齢者と企業に焦点を当て、両者のニーズを満たすプラットフォームを提供します。高
齢者は自身のスキルと経験を活かした就労の機会を求めており、企業は適性の高い高齢者を採用したいと考え
ています。この状況を解決するために、高齢者のスキルと経験を見える化し、企業とマッチングさせるプラッ
トフォームを提供します。

2. 競争（Competitor）：既存の高齢者向け就労支援サービスとは異なり、私たちのプラットフォームはより広
範な高齢者と企業を対象とし、マッチングの精度を高めることで差別化します。また、米国の「Honor」の事
例を参考に、高齢者のニーズに応じた労働機会を提供することで競合他社との差をつけます。

3. 自社（Company）：このプラットフォームを開発・運営するためには初年度5000万円、維持費用として年間
2000万円の費用が必要です。収益モデルは、企業からの成功報酬型で、企業が高齢者を採用する度に料金を受
け取る形とします。このようなビジネスモデルにより、自社の事業拡大と高齢者の就労問題解決を両立させま
す。

これらの施策により、高齢者の自己実現の追求、生活の質の向上、社会参加の活性化に寄与し、また企業の人
材採用にも貢献します。高齢者の就労問題は社会的な課題であり、その解決により社会全体の活性化に繋がる
と考えられます。
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【4C分析】
経営改善案として4C分析を用いて、以下のような具体的な施策を提案します。

1. Customer（顧客）：高齢者のニーズに応えるため、彼らが自己実現できるような仕事場を提供する必要があ
ります。顧客としては、「自身のスキルや経験を活かして働きたいと考えている年配高齢者」と「適性の高齢
者を採用したい企業」を想定します。高齢者は自分の経験とスキルを生かすことで働く意欲を維持し、企業は
彼らの持つ豊かな経験と知識を活用することで事業を拡大できます。
2. Cost（コスト）：このプロジェクトの初期費用としては、システム開発費用として初年度で約5000万円、維
持費用として年間約2000万円を想定します。これにより、高齢者のスキルや経験を見える化するプロファイリ
ングシステムと、企業と高齢者をマッチングさせるプラットフォームを開発します。
3. Convenience（利便性）：高齢者と企業のマッチングプラットフォームを開発することで、それぞれが求める
条件を簡単に探し出すことができるようになります。これにより、高齢者は自分に合った仕事を見つけ、企業
は自社に適した高齢者を採用できます。
4. Communication（コミュニケーション）：このプラットフォームは、企業と高齢者が直接コミュニケーション
を取ることを可能にします。これにより、双方のニーズが満たされ、良好な労働関係が築かれることが期待さ
れます。

以上の施策により、高齢者の自己実現の追求、生活の質の向上、社会参加の活性化が期待できます。また、企
業は新たな労働力を得ることでビジネスの成長を促進することができます。具体的な事例として米国の
「Honor」があり、同様のプラットフォームを提供し、高齢者の就労問題を解決しています。これを参考に、
日本においても同様の取り組みを展開すれば、高齢者の就労問題を解決することが可能と考えます。
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【4P分析】
4PC分析法による具体的な施策と理由は以下の通りです。

1. 商品（Product）：「高齢者のスキルや経験を見える化し、企業とマッチングさせるプラットフォーム」を開
発します。これにより、高齢者の自己実現の追求、生活の質の向上、社会参加の活性化を支援します。また、
企業側にとっても適性のある高齢者を採用することが可能となります。

2. 価格（Price）：プラットフォームの利用に対して、企業からの成功報酬型とします。具体的には、企業が高
齢者を採用する度に料金（1人あたり5万円）を受け取ります。これにより、企業は採用成功時のみ費用を支払
う形となり、リスク軽減につながります。

3. プロモーション（Promotion）：高齢者向けの求人情報サイト、高齢者向けのイベント、企業向けの労働力紹
介イベント等を通じて、サービスの存在を知らせます。また、成功事例を積極的にPRすることで、サービスの
信頼性と認知度を向上させます。

4. プレイス（Place）：インターネットを通じたオンラインプラットフォームを提供します。これにより、場所
を問わずにサービスを利用でき、利便性を向上させます。

以上の施策を通じて、高齢者の就労問題を解決し、社会全体の活性化に貢献します。このようなサービスが普
及すれば、高齢者に対する偏見の解消や、就労機会の増加、技術の進化に対応できる教育の提供等、多くの課
題の解決につながると考えます。
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【STP分析】
STP分析を行うと以下のようになります。

1. セグメンテーション：高齢者市場を対象とします。これには、「自分のスキルや経験を活かして働きたい」
という希望を持つ年配の高齢者と、適性の高齢者を採用したい企業が含まれます。
2. ターゲティング：提案するプラットフォームは、自己実現の追求、生活の質の向上、社会参加の活性化を目
指す高齢者と、新たな労働力として高齢者を活用したいと考える企業に対して高い価値を提供します。
3. ポジショニング：我々のプラットフォームは、高齢者のスキルと経験を見える化し、適性のある企業とマッ
チングさせることで、高齢者の就労を支援します。これにより、企業は適性のある労働力を得られ、高齢者は
自己実現を果たすことができます。

具体的な施策としては、以下の2つを推進します。

1. スキルや経験を見える化するプロファイリングシステムの開発：これにより、高齢者のスキルや経験を評価
し、それを企業と共有することができます。これにより企業は、採用したいスキルや経験を持つ高齢者を見つ
けることが容易になります。
2. 企業と高齢者をマッチングさせるプラットフォームの開発：企業と高齢者が直接コミュニケーションを取り
合うことができるプラットフォームを提供します。これにより、企業と高齢者の間に生じる情報の非対称性を
解消し、より効率的なマッチングを実現します。

これらの施策は、高齢者の就労を支援し、その結果、社会全体の活性化に寄与します。また、成功報酬型のビ
ジネスモデルにより、初期投資を回収し、事業の持続性を確保することができます。これらの理由から、我々
の提案は有効であると考えます。 19



【VRIO分析】
VRIO分析に基づき、この解決策は以下のように評価されます。

1. Value（価値）: 高齢者と企業をマッチングさせることで、企業側は適性の高齢者を採用でき、経験豊富な労
働力を得ることができます。一方の高齢者は自身のスキルや経験を活かし、働くことで社会参加や生活の質向
上につながります。これは両者にとって価値があると言えます。

2. Rarity（希少性）: 日本で高齢者と企業をマッチングするプラットフォームはまだまだ少なく、希少性があり
ます。また、高齢者一人一人のスキルや経験を見える化するシステムも希少性が高いと言えます。

3. Imitability（模倣のしやすさ）: 高齢者のスキルや経験を見える化するプロファイリングシステムやマッチン
グプラットフォームは、専門的な技術や知識が必要で、短期間での模倣は難しいと言えます。しかし、長期的
には模倣される可能性があるため、サービスの進化や改善が求められます。

4. Organization（組織）: 専門的なシステム開発や運営を行うための組織体制が必要です。また、企業や高齢者
との関係を構築し、信頼関係を保つための組織能力も重要です。

以上の点から、この解決策はVRIO分析に基づき、競争優位を持つ可能性があると言えます。ただし、模倣の可
能性や組織の能力については継続的な改善や強化が必要です。

20



【連想マトリクス】
提案となる施策は、高齢者のスキルや経験を見える化し、それらを求める企業とマッチングするプラット
フォームの開発です。その理由は、高齢者が持つスキルや経験が十分に活かされていない現状と、企業が適性
の高齢者を採用したいというニーズが存在するためです。

このプラットフォームの開発によって、高齢者は自身のスキルや経験を活かし、自己実現を追求し、生活の質
を向上させることが可能となります。また、企業は必要なスキルや経験を持つ高齢者を効率的に採用すること
ができます。

開発費用は初年度で5000万円、維持費用として年間2000万円が必要となりますが、企業からの成功報酬型で料
金を受け取ることで、収益化も見込めます。

また、米国の「Honor」が高齢者とヘルパーをマッチングさせるプラットフォームを提供し、成功している事
例があります。これを参考に、日本の高齢者と企業をマッチングさせることで、高齢者の就労問題を解決する
ことが期待されます。
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【AISAS法】
AISAS法に基づき、以下のように展開します。

1. Attention（注目）：高齢者の就労問題を解決するための新しいプラットフォームを宣伝し、広く社会的認知
度を高めます。SNSやウェブ広告、テレビCMなどを通じて、高齢者のスキルや経験を活かす働き方が可能なこ
とを周知します。
2. Interest（興味）：このプラットフォームが高齢者の自己実現、生活の質の向上、社会参加の活性化に貢献す
ることを強調します。具体的な活用事例や成功事例を提示し、高齢者や企業の関心を引きます。
3. Search（検索）：ウェブサイトやアプリを通じて、プラットフォームの詳細情報を提供します。高齢者の利
用者が自身のスキルや経験を登録し、企業が適切な人材を探せるようにすることで、マッチングを促進します。
4. Action（行動）：高齢者がプラットフォームに自身のプロフィールを登録し、企業がその情報を元に適切な
人材を採用します。また、企業が採用する度に料金を支払うことで、収益モデルを実現します。
5. Share（共有）：採用に成功した企業や、新たな就労機会を得た高齢者がその経験をSNSなどで共有します。
これにより、プラットフォームの認知度がさらに広がり、新たなユーザーや企業の参加を促進します。

以上の施策により、高齢者の就労問題を解決し、企業と高齢者双方の利益を実現します。また、プラット
フォームの利用が広がることで、社会全体の生産性向上や高齢者の生活の質の向上にも寄与します。
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【AARRR法】
我々の提案する施策は以下の通りです。まず、高齢者のスキルと経験を可視化するプロファイリングシステム
の開発を行います。これにより、企業は高齢者の能力を正確に把握し、彼らのスキルを最大限に活用すること
が可能となります。次に、企業と高齢者をマッチングするプラットフォームを開発します。これにより、企業
は自社のニーズに合った高齢者を採用することができます。
この施策の導入により、企業は高齢者の持つ豊富な経験と知識を活用することができ、より効果的な人材活用
が可能となります。また、高齢者は自身のスキルを生かして働くことができ、働きがいを感じることができま
す。
この施策は、高齢者の再就職や働き続けるための環境を整備することで、社会全体の活性化にも寄与します。
また、就労機会の創出を通じて、高齢者の生活の質の向上にも繋がります。

この施策の必要経費として、システム開発費用として初年度5000万円、維持費用として年間2000万円が必要と
なります。しかし、企業からの採用ごとの成功報酬を収益とすることで、これらのコストをカバーすることが
可能です。
この施策は、スキルや経験を活かして働きたいと考えている年配高齢者、そして適性の高齢者を採用したい企
業に対して、それぞれの要望を満たす形でサービスを提供します。

米国のHonorの事例を参考に、我々の施策は高齢者の就労問題を解決し、社会全体の活性化に寄与することが
期待できます。
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【Problem（問題）】
現在、高齢者の自立と労働機会の創出が大きな課題となっています。事業者との理解やマッチングが適切に機
能していないことが主な原因で、特に大企業では、人件費負担の増加と適合する人材の不足が問題となってい
ます。

【Existing Process（現状のプロセス）】
高齢者のスキルや経験が評価されず、それに見合った労働機会が提供されていない。その結果、大企業では人
件費の高騰と人材不足が深刻化しています。

【Proposal（提案）】
我々は、高齢者のスキルと経験を評価し、それに見合った労働機会を提供する新たなシステムを提案します。
これにより、高齢者の自立支援と企業の生産性向上が同時に実現します。

【Expected Outcome（予想される結果）】
このシステムの導入により、大企業の人件費負担が軽減され、適合人材の確保に繋がります。また、高齢者が
自分の能力を活かして働くことで、社会参加の機会が増え、社会全体の生産性が向上し、経済活動が活性化し
ます。

【Plan（計画）】
今後は、このシステムをさらに発展させ、高齢者だけでなく、若者や女性、障害者なども含めた多様な人材が
活躍できる環境の構築に取り組みます。
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【Description】
私たちは、高齢者の自立と労働機会の創出に焦点を当てた新たなシステムを提案します。このシステムは、高
齢者のスキルと経験を評価し、それに見合った労働機会を提供します。大企業にとっては人件費負担の軽減と
人材不足の解消に繋がり、生産性向上に寄与します。

【Explanation】
現在、社会は高齢者の自立と労働機会の創出という課題に直面しています。その主な原因は、活力ある高齢者
と事業者との間での理解やマッチングが適切に機能していないことです。特に大企業では、賃金の高騰に伴う
人件費負担の増加と適合する人材の不足が問題となっています。

【Solution】
私たちの提案するシステムは、高齢者のスキルと経験を把握し、それに基づいて労働機会を提供します。これ
により、高齢者は自身の能力を活かすことが可能となり、大企業は人件費負担の軽減と人材不足の解消を図る
ことができます。さらに、社会全体の生産性向上と経済活動の活性化にも寄与します。

【Conclusion】
このシステムは、高齢者の自立支援だけでなく、企業の生産性向上や社会全体の活性化にも繋がります。私た
ちは、全ての人が自分の能力を最大限に活かし、活躍できる社会を目指しています。そのために、このシステ
ムの改良と普及に努めてまいります。
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【Situation】
新たな時代の夜明けと共に、我々が直面している社会的課題は数多く存在します。その中でも、高齢者の自立
と労働機会の創出が一つの大きな課題となっております。大企業では、賃金の高騰に伴う人件費負担の増加と、
適合する人材の不足が問題となっています。

【Difficulty】
これは、活力ある年配高齢者が多いにも関わらず、事業者との理解やマッチングが適切に機能していないこと
が主な原因となっています。既存システムの根本的な見直しが求められています。

【Solution】
我々は高齢者の能力を最大限に活用する新たなシステムを提案します。このシステムは、高齢者のスキルや経
験を評価し、それに見合った労働機会を提供するというものです。大企業にとっては人件費負担の軽減や適合
人材の確保に繋がり、企業全体の生産性向上にも寄与します。

さらに、このシステムは社会全体の活性化にも寄与します。高齢者が自分の能力を活かして働くことで、社会
参加の機会が増え、自己実現を果たすことが可能となります。また、大企業も人材不足の解消と人件費の軽減
を図ることができます。これにより、社会全体の生産性が向上し、経済活動が活性化します。
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【強み(Strengths)】
1. 高齢者のスキルと経験を活かす新たなシステムを開発している。
2. 企業の人件費負担を軽減し、適合人材の確保を可能にする。
3. 高齢者の自立支援と企業の生産性向上を同時に実現可能。
4. 社会全体の活性化に寄与する。

【弱み(Weaknesses)】
1. まだ新しいシステムなので、全面的な導入には時間と労力が必要。
2. 高齢者のスキルや経験を評価する基準を設ける必要がある。
3. 高齢者だけでなく、若者や女性、障害者なども含めた多様な人材に対応するためのシステム改良が必要。

【機会(Opportunities)】
1. 高齢者の活用が進むことで、人材不足の解消と人件費の軽減が期待できる。
2. 高齢者が自己実現を果たすことで、社会参加の機会が増える。
3. このシステムの普及により、社会全体の生産性が向上し、経済活動が活性化する可能性がある。

【脅威(Threats)】
1. 高齢者のスキルや経験を適切に評価するための基準作りが難しい。
2. 企業が新システムへの移行に抵抗を示す可能性がある。
3. 他の競合企業による類似システムの開発と普及。
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